
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 3年度  事 業 報 告 書

盤丘」塾憂上型出置△ピン・シ主ン・コ旦■壼
=会1 事業の成果

令和 2年の初めから新型コロナウイルス感染が始まり、令和 3年になっても繰 り返し感染者の増減の

波があって、第 5波でいったん収まったかと思われた矢先にオミクロン株の出現であっという間に第 6

波が来て、まだ終息とは言えない状況が続いています。

ウクライナではロシアによる違法な侵略戦争により、悲惨な現地の状況が連日報道され、心を痛め、

何とかならないものかと任促たる思いです。

高齢者ばかりの団体であるピン・シャン・コロリ研究会はコロナ感染のリスクを避けるため各種行事の

中止や延期を継続せざるを得ない状況が続きました。

そんな中にあつて、再三延期となっていた による講演会 「これからを、どう生きるかを

考える」を第 5波の収まった 10月 17日 に小金井雑学大学との共催で開催しました。

また、ウォーキング倶楽部はプチウォーキングクラブと一体となり、感染者が少ない合間に 5回開催し

ました。

正会員による総会は 5月 に開催しましたが、全会員による会員総会は中止とし、報告書を書面で会員

に送付しました。

理事会は計 11回開催 しました。

会報はピン・シャン・コロリ研究会としての活動実績が少なく、定期的な発行はせず、これまでの講

演会の全記録を集大成し特別号として発行しました。

の講演会は会員への案内状送付の際に、講演会要旨としてまとめて同封しました。

これからについては、コロナの感染者数は急激に減少傾向が見られませんが、ウィルスの性格やワクチ

ン接種が浸透により、重症者数は減少傾向にあり、規制緩和に向けた動きも活発になってきましたので、

徐々に活動を再開していきたいと考えています。

財務的には、年会費の徴収を昨年度と2年間で 1回分としたので、今年度の年会費収入は 41,000円 に

とどまりました。一方、支出は会報特集号の発行と会員への案内状の発送費用などで 109,041円 となり、

合計で 65,239円 の今年度赤字となりました。前年度の繰越金と合わせて最終的に 257,114円 の繰り越し

となりました。

会員数は依然として高齢化による減少が続き、入会者 l名、退会者 10名 で、年度末の会員数は 64名

となっています。会員の増強活動、特に若い年代層の入会が課題です。



定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数
(のべ )

事業費
(千円)

健康増進事業

講演会

講師 :

演題 :「 これからを、どう

生きるかを考える」

令 和 3年

10月 17日

14:00-15:30

小 金 井

市

萌 え 木
ホール

37名
一 般 市

民
37人 0

健康増進事業 ウオーキング部会

令和 3年 5

月 6日

10月 7日

11月 4日

12月 2日

令和 4年 3

月 24日

東 京 都

内
19名
一 般 市

民
19人 0

健康増進事業 健康麻雀部会 (体会中)
一 般 市

民
0

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 事業費の総費用 【 67】 千円)・・・印刷費、通信・運搬費

(2)その他の事業

なし

(事業費の総費用 【  0  】千円)



式 13 28

令和3年度 活動計算書

令和3年4月 1日 から令和4年3月 31日 まで

墨i週:鬱:日箋1阻置|コ嘘L生!二とニュ」i二全二三二型工!墜!登金

円

金 額
科 目

非 収 益 事 業 収 益 事 業 △
ロ 計

(経常収支の部)

41,000
41.000

2,800
2.800

43.802 43.802

20,000

46,830
66.830

13,920

810
26,057
560

754
110

810
26,057
560
0

754
110

42.211 42.211

109.041 109.041

△ 65.239 △  65.239
ｎ

）

△ 65.239 △  65.239
322.353322.353

257.114 ｎ

） 257.114

I 経常収入の部
1 会費・入会金収入
入会金収入
会費収入
会費・入会金収入計

2 事業収入
(1)健康増進事業 (講演会)収入
(2)意思カー ド発行事業収入
(3)印刷物刊行事業収入
事業収入計

3 補助金等収入
寄附金収入
民間助成金収入
補助金等収入計

4 その他の収入
利息収入
雑収入
その他の収入計

経常収入の部の合計

Ⅱ 経常支出の部
1 事業費
(1)健康増進事業費 (講演会等)
(2)意思カー ド発行事業費
(3)印刷物刊行事業費
事業費計

2 管理費
役員報酬
印刷費
什器備品費
光熱水費
広告宣伝費
消耗品費
通信運搬費
旅費交通費
会議費
ホームページ作成費
租税公課
書籍代
雑費
管理費計

経常支出の部の合計

税引前当期純利益
法人税住民税等
当期純利益
前期繰越利益
当期未処分利益



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和3年度 貸借対照表

令和4年3月 31日 現在

ピン・シ ン・ コ ロ :

(単位 :円 )

科
日
【 金 額

I 資産の部

1 流動資産
現金預金

商品 (収益事業 )

未収入金 (還付源泉所得税 )

仮払金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

前受金

未払法人税等

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

340,114

340,114

340 114

83 000

257 114

83,000
0

ｎ

）

83,000

ｎ

）

322,353

△ 65,239

340,114



1

式 16号 (法 28条

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法 人会計基準によつています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

該当なし

(2)固 定資産の減価償却の方法
該当なし

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金            該当なし

引当金           該当なし

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当なし
て5)消費税等の会計処理

該当なし

2.事 業別損益の状況

以下 該当なし
施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

令和3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ピン・シヤン・コロリ研究会

3

科 目
健康増進
事業

印刷物刊行
事業 事業 事業

事業部門計 合計管理部門

41,000

2,800

2

41,000

0

0

2,800

2
ｎ

） 43,802 43,802

20,000

560

754

810

13,920

46,830

26,057

110

0

20,000

560

754

810

13,920

46,830

0

26,057

110
ｎ
〉

υ^

ｎ
）

〈
υ

ｎ
〉

（
υ

109,041

109,041

109,041

109,041

ｎ
）

〈
υ

D -65,239 【日2国ｎ

）
ｎ
Ｍ

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費
健康増進事業費

旅費交通費

書籍代

文房具代

印刷費

印刷製本費

消耗品費

通信運搬費

雑費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 ■■誕口田

金額 算定方法内容

:円 )



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

(単 円 )

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

円

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の技分方法

円

７

・

（
０

科 日 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

科 目
計算書類に

計上された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況

E亜理憂互巨]翌里Ⅲ匿Ⅲ彊Ⅲ理□彊豆Σ亘[I¨



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和3年度財産目鰊

令和4年 3月 31日 現在

生症』」コ嘘雪醤型整菫4二Z主シニ_三Lユ」とコ]俎会

(単位 :円 )

科
日

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産
現金預金

普通預金

普通預金

ゆうちょ銀行本店小金井出張所
みずほ銀行 小金井支店

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金
発送代金

前受金

令和3年度会費

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

計

産

負  債  合

正 味 財

234,687

105,427

83,000
0

ｎ
）

〈
υ

340,114

34 114

83,000

ｎ
Ｕ

83 000

ｎ

）

257,114



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和3年度年間役員名簿 (口事■年度において■■であったことがある全■の氏名及び住所又は層籠菫

びにこれらの■についての自事彙年度における0日の有●を●●した名
")

―

■法人ピン・シヤン「コロリ研究会

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏    名

1 □ ・監事

イガラン キョウコ 令和3年4月 1日

令和4年3月 31日

任

五十嵐京子

2 □ ・監事
^rrri i,. l. 令和3年4月 1日

令和4年3月 31日
`口

:

末宗 直人

3 □ ・監事

ウサミ レイジ
令和3年4月 1日

令和4年3月 31日

征

字佐見令二

4 日 ・監事

カ トウ ヨシエ
令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

盤

加藤良志江

5 □ ・監事

フジモ リ ミチコ
令和3年4月 1日

令和4年3月 31日

征

藤森 通子

6 睡亜彊監事

カフグチ ツギコ
令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

`盛

川口 亜子

7 □ ・監事

シマムラ ヨンチカ
令和3年4月 1日

令和4年3月 31日

毎

島村 芳哉

8 □ ・監事

インフタ タカコ

令和3年4月 1日

令和4年3月 31日

狂

石渡 孝子



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

10 □ ・監事

2='?Y YB-> 令和3年4月 1日

令和4年3月 31日
`聾

国松 博

11
日 ・監事

ナベシマ ノリヨ 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日
4□:

鍋島 紀世

12

理事・匡ヨ
ハセガ フ ケイイ
チ

令和鈎口:月 1日

令和4年3月 31日
征

長谷川圭一



書式第4号 (法第10条・第 28条関係)

社 員 名 簿 (社員のうち10人以上の者の名簿 )

特定井営窮活n法人ビン・シヤン・コロリ研究会

�:][:::]:lL二 ..::_lilL:l□

氏   名

1 五十嵐 京子

2 末宗 直人

3 宇佐見 令二

4 加藤 良志江

5 川 口 亜子

6 島村 芳哉

7 長谷川 圭一

8 藤森 通子

9 石渡 孝子

10 國松 博

11 鍋島 紀世


